
             イモニ  砂F  言幕   演   集   第   一ト   ーモゴ   車匙

      芳 香族 ・・ロゲ ン化 合物 の化學構 造 豊

      殺 虫力 に關す る研究

    策2報Gammexaneと そ の類 似 化 合 物 の 殺 虫 力 に 就 て

         濱 田 昌 之 ・笹 川 田鶴 子 ・大 野  稔

 前報に於ては最近我が國に於ても廣 く使用 されて居 る新合威殺鐡剤DDTを 基準物質 として

これと化學構造類似の化合物を合成 しこれ等.殺 贔力を比較瞼討 したがイ〈報に於 て は1943年

英図に於てr)1)Tに 致倍すると云ふ殺贔効力が獲見 され た,通 稻Gammexalleと 呼ばれる

Benzenel"・] achloyide(C6H6C!a)の γ一fL)1・])1・を軍離 し更に類1以化合物を合域 して各々の殺贔力

を比較 した.
                              ノ

 先 づGammexane及 び その類似{ヒ合物 の合成 及び軍離 につ いて述べ る.Benzenehexdachloi'-

ideは 現 在迄 に次 の様 な立祭洲髄 と・有つ融 黙の異 る4種 類 の異性艦が分剛1されて居 る と云 は れ

て居 るが我 々は次 式の様 に して各 異性艦 を分離 した.
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 即 ち稀 苛性 ソーダ溶液上 に浮べたBenzuneに 臨 素 ガスを通 入 して生す る沈澱 を結 品 と油分

とに分離 し結 晶は水蒸 氣蒸 溜す る.溜 出結品 をBenzeneよb再 結 す る と α一formを 生 じヌ,

殖 溜物 をCMorofomlよ り再結 する と β一 「orinを 得 る.又 油分 は一度 水蒸氣蒸溜 に依 り置換

風ll「『k威物 のChlorol)enzene等 を追 ひ残溜結晶 をA{ethano1叉 はEtherよ り再 結 す』る と

γ・f・rmを 得,こ れ等 に溶 け る部分 を1・:thanolよ り再結 する と δ一ff)rmを 不純 であ るが 得 ら

れた.

 f轟jr Benzenehexachloride crude nlixture     (18)

 次 に類 似化合物 として杢 く同様 な方法で次 の如 きもの を合威 した,

                   (74 〉
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  Chlorobenzene-→CeiJ.rCI7 crude mixtur・{・                   (19)

     〃         tf   β.fo・1'M.                  (20)

         Cl ,・

  o--Dichlorobenzene-→C6H4Gls crudむn]ixtuve                 (21)

         Cl2         ・

  P-Di・hl…b・ ・ze・・一 →C,H,Cls  〃     '  (22)'

  ⊂ 〉-C・<=ゾL〈=〉 イ・《 》(・ ・・…4,e・(23・

  〈二 〉 ・一く二 〉」 ㌧ 〈}ε 《 》 ・麟 造式)(24・

以 上II種 の化合 物 を前報 に於 け る と同昼梨・f配鹸,テ マ リムシ,穀 象,及 び ヒメマルカ ツ

ヲ ブ シムシ につい て殺 墨試[∴ を行 つた・

(1)梨 坦 配 鐡StepllanitiS nn:'"hi ESAK正et TAKEYA.

  極 め て有 効    (16)DDTよ り遙かに優秀

  績 い て       (17)γ ・fOYm混 在 の爲 と考 え られ る

  績 い で      (18)

 そ の他 は殆 ど効 力を示 さす

(2) テ マ リムシ(ダ ンゴムシ) Arma〔lilll(liuiii vulgare丁 メY「R.

 t極 めて有 効    (16)…1)DTよ り も優秀

          (17)… 有 効であ るのは ん一f(両n混 在 の爲で ある と思 う

          (2斗)… 大罷DI)T程 度

          (18)…DDTよ り少 し落 ちる

  無 効       (1斗)(15(19)(20)(21)(22)(23)

(3)穀   象Calandra・1・yz・L・L

  極 め て有 効    (16)…DDTよ 舅 蚤かに有 効

          (17)… 有 効であ るのは γ一form混 在 の爲で ある と思 う

          (18)…1)1)Tよ り有効

  殆 ど無 効    (19)(20)(21)(2i)

  無 効       (1斗)(15)(22)(23)

(4) ヒ メマルカ ツヲブ シムシ .N nthrenus vel・b毫しci T、.

  極 めてイ∫効    (16)… 入 れたの も補 充 したの も杢部死亡,更 に1/3000の もの も殆 ど

            死 亡,蝕 害 なし,

  有 効     (17)

  梢 有 効     (18)

  殆 ど叉は全然 無効 …その他全部

 更 に γ一f・rmの1/1000濃 度 の ものを1'OO。で2時 閲加熱,日 光 直射6時 聞,1時 問 蒸煮等行 つた

                (75)
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が効 力はあ ま り落 ちなかつた.

 以 上 述べ た様 にGalmn?Xane即 ちBenzonohex.nehlorideの γ一(ol・mは 極 めて彊 力な殺 虫

作 用を有 す るか らこの殺 贔作 用につ き更 に研究 を進 めた.

 先 づDDTと 効 力比較 を 行つた結果 を綜合 する と明 らか にGmlmleNlmeはDDTよ り有効

でダイ コ ンサル ハムシ 成轟 に封 してはD.1).「r O.1%よ り もGammex{me O.05%の 方 が よ くきき

大盟5倍 程度 と考 え られ る.

 更 に このCurde mixture(18)は 刺 戟性臭氣 を有 しその殺ffN作 用 を知 るため ダ イ コ ンサルハ

ムシ 成錨 に蜀 して種 々の方法で殺 虫試験 を行つ た結果 相當熊蒸剤 的作用を もつ 事が解つ た.

更 に夜盗 鍛に封 して行 つた結 果は接 翼剤 よりも,む しろ毒剤 乃至忌避剤 として作用 す る様 に考

えられた.

 以 上 の如 き結 果か ら次 の如 く結 論出來 る.即 ちBellzellehexachlor{deに 於 ては γ一formの

み 極めて有効 で大艦DDTの5倍 程度 であ りDDTが 励 経 系統 を冒 す毒剤的接騒剤 と考 え ら れ

るに反 してGaminexaneの 方 は偲蒸剤 乃至忌避剤 として作用 す る と考 え ら れ る.α β一form

は 殆 ど無 効でδは7の 混 在の爲 効力が現 われた と考 え られ る.Crude mixtUl・eは1)1)Tと 同程

度の効 力を示 す.而 して他 の類似構造 を もつ(20)以 下 の化合 物 は何 れの贔 に封 して も殆 ど無 効

の様であ る.
             ノ

      芳香族 ・・ロゲ ン化合物 の化學構造 こ

      殺虫力1こ關す ろ研究

        第3報Diphenylmethane系 化 合 物 に 就 て

         濱 田 昌 之 ・笹 川 田 鶴 子 ・大 野  稔

 前の2っ の報告に於て1)DT及 びGammexaneの 様な強力な殺躍力を有つ化合物 とその類似

化含物 を合成 し,そ の効力を比較槍討 したが本報に於ては可成以前から和當有効な物質 として

認められて居 るBenz(>phellolleを 中心 としてDiphenylrnethane系 化合物IQ種 類 合 成 し そ

の効力を上ヒ較槍討 した.

 先づ これ等の化合物の合成法を示す.

    <=》 ・・CI《=>A'C:s〈=〉-cg-〈=〉 ・25・

   q〈二 〉一・・cl・<=>cl些 …㌧CI〈=〉 一・・《=>c1 (26)

                  (76)


